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政府が策定して以降､平成 12年 9月 ｢公共工事コス
ト縮減対策に関する新行動指針 (新指針)｣､平成 15


















































































































































































































































項 目 平成 11年度 平成 16年度 削減率
電 気 代 14,115,789 9,869,131 -30%
A 重 油 3,021,165 4,903,50 62%
苛性ソーダ 2,708,466 509,09 -81%
メタノール 2,545,40 627,10 -75%
活 性 炭 2,477,475 2,154,80 -13%
無機凝集剤 2,275,291 1,221,69 -46%
高分子凝集剤 1,681,68 762,115 -55%
次亜塩素酸ソーダ 724,789 361,477 -50%
硫 酸 401,459 1,63 -loo鞄
消 泡 剤 30,240 -loo鞄








度 347t-C02であったが､平成 16年度には 350t-C02
と約 3t増加している｡
以上の結果をC02の増減として表 3に示すと､平
成 16年度は平成 11年度比で 97t-CO芝(14.1%)減を
達成している｡
表 3 電気使用とA重油におけるCO2排出量比較














れるだけでも年間約 6億 5千万円､約 7000tもの
CO2排出抑制効果が期待できると考えられる｡

























































































































































処理能力 36k1′目 (生し尿 14k1/日､浄化槽汚泥 22kl/日)
処理人口 総人口 14,580人のうち13,905人
(計画収集人口 4,627人､浄化槽人口 9,278人)
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